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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3.1514 3.1662 0.47% 1.66% 3.0413 3.2912

対円 JPY 35.53 35.61 0.23% 0.00% 37.45 34.39

対ユーロ BRL 3.4447 3.4475 0.08% 3.75% 3.2289 3.5044

対ドル JPY 111.99 112.75 0.68% 1.67% 108.13 118.60

対ユーロ JPY 122.43 122.76 0.27% 3.75% 114.85 123.73

Index 66,722 66,094 -0.94% 1.35% 69,488 59,371

bps 213.30 210.36 -1.38% -6.59% 281.62 209.96

% 10.21 10.27 0.59% 2.80% 11.41 9.91

% 9.44 9.42 -0.26% -4.75% 11.51 9.38

% 1.1737 1.1737 0.00% 2.06% 1.1737 0.9987

Index 180.34 180.40 0.03% -2.24% 196.36 179.54

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、ブラジル議会で進行中の年金改革法案に対する楽観的見通しから序盤は

レアル買いが優勢となり、一時３．１４台前半までレアル買いが進行する局面も見られたが、公表されたＦＯＭＣ

声明文において６月利上げの可能性が示唆されると引けにかけてはドル買いとなり、３．１６台後半で取引を終

えた。声明文では、「第１四半期の成長減速は一過性のものになる可能性が高い」と指摘された他、「引き続き

経済活動が緩やかなペースで拡大し、労働市場の指標は一層力強さを増し、インフレ率は中期的に２％程度

で 安定する」との見通しが示された（今回は声明文のみでイエレン議長による記者会見は実施されず）。６月

追加利上げの選択肢が残されたことを受けてドルがグローバルで買い進まれたことに加え、米金利も上昇。

マーケットの焦点は今週５日に控えている４月雇用統計に移行しており、堅調な数字が示されれば、レアルを

含む新興国通貨に対してドルが一層強くなるシナリオが想定される。

昨日下院特別委員会で実施された年金改革法案の基本内容を巡る票決は、賛成２３票・反対１４票で承認さ
れた（法案では、女性と男性の年金受給年齢がそれぞれ６２歳と６５歳に変更されている）。第一関門を無難に
突破したＴｅｍｅｒ政権であるが、最終的に下院本会議で３０８票の賛成票を得られるかは依然として不透明。


